
第１学年 算数科学習指導案 

      

日 時  平成２６年１０月３１日（金）２校時 

場 所  盛岡市立川目小学校 １年教室 

児 童  男１名，女２名 計３名 

                       指導者  照井 弘子 

                  

 

１ 単元名 「14 ひきざん」 （東京書籍「あたらしい さんすう１」 Ｐ107～Ｐ113） 

 

２ 単元について 

（１） 児童について 

児童は算数の学習に喜んで取り組み，問題を解決しようと最後まで頑張ることができる。分

かったことは進んで発表することはできるが，自分の考えを話すことについてはまだ十分でな

く，個々に支援が必要である。１０までの数の加法・減法の計算については，繰り返し練習し

て念頭で計算できるようになってきているが個人差があり，３人とも加法に比べ減法を苦手と

している。また，数の合成・分解については，数の分解でつまずきが見られる。 

本単元に入る前には，１０までの数の合成・分解や１０の補数，「十いくつ」を「１０とい

くつ」ととらえる問題，１位数－１位数の計算練習などについて補充指導を行い，本単元の学

習を進めていく。 

 

（２） 教材について 

本単元は，学習指導要領第１学年の内容「Ａ数と計算」（２）「加法及び減法の意味について

理解し，それらを用いることができるようにする。」のア「加法及び減法が用いられる場合に

ついて知ること。」，イ「１位数と１位数との加法及びその逆の減法の計算の仕方を考え，それ

らの計算が確実にできること。」を受けて構成されている。 

児童は，数の意味と表し方について，第３単元「いくつといくつ」において，１つの数を合

成や分解により構成的にみることを学習してきた。また，第６単元「１０よりおおきいかず」

において，「十いくつ」を「１０といくつ」ととらえる学習をしてきた。このような見方は，

繰り下がりのある減法計算の素地として重要な内容である。減法計算については，１位数―１

位数や１３－３，１５－３などの計算で，繰り下がりのない場合を学習している。 

     本単元では， １０までの数の合成・分解の学習を生かし，１１～１８までの２位数から１

位数をひいて繰り下がりのある減法の計算の仕方を考え，それらの計算が確実にできるように

することが主なねらいである。 

 

（３） 指導について 

       最初に減加法による繰り下がりのある減法計算の仕方について指導する。指導にあたっては，

算数ブロックを操作させながら計算の仕方を考えさせ，「１０のまとまりから一度にひけるよ

さ」に気付かせて，減加法の考えを導いていく。そして，算数ブロックを操作しながら自分の

考えを説明したり，言葉や計算図で表現したりさせながら，減加法の計算の仕方を理解させる

ようにする。考えを発表する際には，「はじめに・つぎに・だから」などの言葉を使って順序

立てて説明したり，自分の考えと比べて聞いたりさせながら，理解を確かなものにしていく。 

減々法による繰り下がりのある減法計算の仕方については，どこから減数をひけばよいかを

自由に考えさせながら，減数を分解してひくことができることを理解させていく。また，減加

法でも減々法でも答えが同じになることを確認し，減数の大きさにより児童の思考にあった計

算の仕方を認めていく。 

繰り下がりのある減法計算は今後の学習の基礎となる重要な内容である。算数ブロックを操

作しながら計算の仕方を考えさせ理解させていくとともに，計算カードを使った練習やゲーム

的な活動，日常の継続的な練習を通して計算の習熟を図っていく。 

 



３ 単元の指導目標 

○１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方を考え理解し，確実にできるよう

にするとともに，それを用いることができるようにする。 

 

４ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

・既習の減法計算や数の

構成を基に，１１～１８

から１位数をひく繰り

下がりのある減法計算

の仕方を考えようとし

ている。 

 

・１１～１８から１位数

をひく繰り下がりのあ

る減法計算の仕方を考

え，操作や言葉などを用

いて表現したり工夫し

たりしている。 

 

・１１～１８から１位数

をひく繰り下がりのあ

る減法計算が確実にで

きる。 

 

・１０のまとまりに着目

することで，１１～１８

から１位数をひく繰り

下がりのある減法計算

ができることを理解し

ている。 

 

５ 単元の系統性 

 

  １年                              ２年      

  

    

 

          

   

  

 

    

   

           

  

 

         

   

  

 

 

６ 単元の指導計画（全１２時間） 

   第１時     １３－９の計算の仕方（減加法）を考える。 

   第２時     減数が９の場合の計算の仕方（減加法）を考える。 

   第３時     減数が８の場合の計算の仕方（減加法）を考える。 

   第４時     減数が９，８の場合の計算（減加法）練習に取り組む。 

第５時     減数が７の場合の計算の仕方（減加法）を考え練習する。 

第６時【本時】 １２－３の計算の仕方（減々法）を考える。 

第７時     １１～１８から１位数をひく繰り下がりのある計算を練習し，文章問題を解

決する。 

第８～１２時  計算カードを用いて減法計算を練習する。 

 

 

 

 

 

 

③いくつといくつ    

・10 までの数の構成 

 

            

 

⑭ひきざん 

・繰り下がりのある減法                  

④ひき算のひっ算   

・２位数－１，２位数 

・減法の筆算形式            

⑤のこりはいくつちがいはいくつ 

・減法の意味（求残・求補・求差） 

・被減数が 10 以内の減法 

・０の減法 

⑥10 よりおおきいかず 

・１５－５， １５－３ 

⑩３つのかずのけいさん 

・３口の減法，加法との混合 

⑯20 よりおおきいかず 

・60－20， 35－5， 28－

3 など 

⑱ずをつかってかんがえよう 

・順序数の減法 

・異種量の減法 

・求小 

⑥３けたの数 

・数構成に着目した減法計算 

⑨たし算とひき算のひっ算 

・３位数－１，２位数 

⑯たし算とひき算 

・加法逆の減法 



７ 本時の指導 

（１） 目標 

 ○１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算で，減数を分解して計算する方法（減々

法）について考え，計算の仕方についての理解を深める。 

 

（２） 本時の評価規準 

  【数学的な考え方】被減数や減数の大きさに関係なく，被減数を１０のまとまりといくつに分け

て計算の仕方を考え，言葉やブロック操作などによって説明している。 

 

（３）研究とのかかわり 

① 導入の工夫 

・ さし絵を活用して問題に興味・関心をもたせ，具体的な場面をとらえさせる。 

・ 見通しの場面で再度さし絵を活用して「３個取る方法」を考えさせ，減加法・減々法の解

決につながるようにする。 

② 書く活動の充実 

・ １２－３の計算を考える場面で，算数ブロックで操作したことをブロック図や自分の言葉

で表現させ，自分の考えをもたせていく。 

・ １２－３の計算のまとめは，新しい計算方法として減々法の計算方法について，児童の言

葉を使いながら一緒にまとめていく。 

 

（４） 本時の展開 

段階 学習活動・学習内容（○） 
学習 

形態 

指導上の留意点 ○評評価方法 

◆研究とのかかわり 

つ 

か 

む 

・ 

見 

通 

す 

１０ 

分 

１ 問題を把握する。 

  ・挿絵を見て場面をとらえる。 

 問題 

おかしが１２こあります。３こたべると， 

のこりはなんこですか。 

 

・立式 １２－３ 

 

２ 学習課題を把握する。 

○これまでのひき算と違うところを見つける。 

・ひく数が小さい。 

・ひく数，ひかれる数が近い。 

 

課題 

１２－３のけいさんのしかたを 

かんがえよう。 

 

３ 解決の見通しをもつ。 

・１０のまとまりから３こ取る。 

・ばらの２こ取ってから，１０の１こを取る。 

 

 

全体 

 

・挿絵を見て場面をとらえさせ，興

味・関心を高める。 

◆研① 

 

・残りを求めるので，ひき算である

ことを確かめて立式させる。 

 

・前時までのひき算は，減数が１０

に近かったが，本時は減数が小さ

いことに気づかせる。 

 

 

 

 

・挿絵を活用しておかしを３こ取る

方法を考えさせ，既習の減加法の

他に減々法につながる見通しをも

たせる。 

◆研① 

考 

え 

る 

７ 

分 

４ 自力解決する。 

・ブロックを使って考える。 

・操作したことをブロック図にかく。 

 ・計算の仕方をノートにかく。 

 

 

個別 

 

 

 

・操作したことをブロック図にか

き，矢印や自分の言葉を使って分

かりやすく表現させる 

・時間がある場合は別に方法も考え

させる。◆研② 



  

学 

び 

合 

う 

・ 

ま 

と 

め 

る 

 

１８ 

分 

５ 比較・検討をする。 

 ○１２－３の答えの求め方を発表する。 

【減加法】１０から３をひく。 

□□□□□□□ ■■■  

□□  

  

   □□□□□□□□□ 

① １０から３をひいて７ 

② ７と２で９ 

１２－３ 

  

10  ２ 

  

【減々法】３を２と１に分けてひく。 

  □□□□□□□□□ ■ 

■■ 

 

① ３を２と１に分ける。 

② １２の２から２をひいて１０ 

③ １０から１をひいて９ 

１２－３ 

  

２ １ 

 

 ○２つの方法の同じところや違うところを比べ

る。 

  ・どちらも答えが９になる。 

  ・３の引き方が違う。 

  

 

 

 

６ 本時のまとめをする。 

１２－３のけいさんは，３を２と１にわけて

ひく。 

① ２から３はひけない。   

② ３を２と１にわける。 

③ 12 の２から２をひく。 

④ 10 から１をひいて９。 
 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

・減加法から発表させる。 

・発表する時には，「はじめに・ 

 つぎに・だから」の言葉を使い， 

 順序立てて説明させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・減々法の考えが出ない場合は，教

師から示していく。 

 

 

 

 

 

 

・減加法や減々法の考え方を比べ，

どちらも答えが９になることを

確認する。 

・算数ブロックを一緒に操作させな

がら，減々法のやり方を理解させ

る。 

○評被減数や減数の大きさに関係な

く，被減数を１０のまとまりとい

くつに分けて計算の仕方を考え，

言葉やブロック操作などによっ

て説明している。 

         【発表・観察】 

 

・新しい考えとして減々法をまと

め，減数を分けて計算することを

確認する。 

◆研② 

 

 

た ふ 

し り 

か か 

め え 

る る 

 

１０ 

分 

７ 練習問題を解く。  

  １３－４＝９ 

 ・ブロックを使って考え説明する。 

 ・計算図をかいて考え説明する。 

 

８ 学習を振り返る。 

・学習感想を書く。 

 ・発表する。 

 

 

個別  

 

 

 

 

個別 

・１３－４の計算の仕方を説明させ

る。 

 

・振り返りでは，１２－３のような

計算はどのように考えるとよか

ったか説明したことについて書

かせ，発表させる。 

 

１２－３ 

     

２  １ 



 

＜板書計画＞ １年生「ひきざん」 

もんだい           めあて まとめ 

 

  

  

                 

しき１２－３＝９  

  こたえ９こ 

              

ケーキの絵 

 

 

 ・１０からとる。 

 ・ばらの２からとる。 

 

１０のまとまり       ばら→２をひいて１をひく １３－４ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

おかしが１２こあります。 

３こたべると，のこりはなん 

こですか。 

 

１２－３のけいさんのしか

たをかんがえよう。 

１２－３のけいさん 

① ２から３はひけない。 

② ３を２と１にわける。 

③ 12 から２をひいて 10。 

④ 10 から１をひいて９。 

  

□□□□□□□ ■■■  

□□       

   １２－３＝９ 

 

   10  2 

 

 

□□□□□□□□□ ■ 

■■ 

  １２－３＝９ 

 

     2   1 

  

 

□□□□□□□□□■  

■■■ 

  １３－４＝９ 

 

        3    1 

  

■ 

１２－３のけいさんは，３を

２と１にわけてひく。 


